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●システム上のバグを随時解消する。
●必要な機能を追加したバージョンアップをする。
●ページデザインやマイページを、子供たちの興味関心をひくようなデザインに
改良する。

●読書の輪を中等部全体に、可能であれば、塾内の他の一貫教育校にも広げていく。
●慶應義塾中等部紀要VERITAS ⅩⅤで研究発表をしたが、今後も機会があれば各
種研究会で発表していく。

IRC (Interactive Reading Community)に投稿されたリアクション・レポート
やコメントはネットを通しクラス内に公開され、中等部生はお互い書籍への内容理解を深める。さらに投
稿に対して、二次的・三次的に意見を書くことで、自然と新しい様々な本の情報を共有するコミュニティ
が構築されるだろう。読書量の評価ツールとして、IRCでは投稿と記録・累積が連動し、リアルタイムで
各種ランキングが反映され、参加者全体の動機づけを刺激する。 洋書・和書いずれにおいても、従来の対
面型の授業と、IRCは相乗効果をもたらし、これからの新しい読書モデルを提起することになるだろう。

システム開発の領域では、プロジェクトチームは水野邦太郎氏（元慶應義塾非常勤講師・現福岡県立大准教授）が開発し
た旧IRCを、セキュリティを向上させ、システムの安定性を飛躍的に向上させることで中等部生用にカスタマイズし、さらに和書の機能を追加
し、またAmazon.comとリンクすることで、書籍検索範囲を大きく広げることを実現した。
教育的利用実践の領域では、11月下旬から3月までにかけて、通常の授業内および各家庭で実践できた。洋書では2年生全員を対象とした江波戸
担当の英語の授業内で、和書では土橋担当の『日本近代文学演習』選択授業内で、登録を済ませ、各生徒が読んだ書籍についてのリアクション・レ
ポートを、またクラス内でレポートへのコメントを投稿し合うことで交流を実現できた。冬休み以降も各家庭で多くの生徒が自主的に取り組んだ。

今年度は中等部版IRCへの取り組み初年度であり、IRCという新しいコミュニティをひとまず形成できたことが一番の成
功だと確信している。これまでの読書交流では、時間や人数に限界があったが、そういった壁を乗り越え、無限大に広がる交流の輪を形成できた
ことは確実に生徒一人ひとりを感動させた。媒体の面でも、これまでは口頭や読書レポート等の紙媒体を通した、聞き手や添削する教員との一
方通行であった環境をダイナミックに変えることができた。具体的には、通常のHRクラスを超え、人為的に作り上げたグループを形成し、交流
を場所・時間に関係なく可能にした。結果自然と家庭学習の活性化にもつながった。
ユーザーにとってIRCが便利だと感じる大きな点は、Amazonとのリンクをはじめ、充実した図書の検索機能を利用し、各自のレベルや興味にあった
本を選ぶことができる点である。しかもリアクション・レポートやコメントの投稿をお互い閲覧できることで、図書を選ぶ際に、有効的判断材料にす
ることができる。IRCを通して読書量が飛躍的に伸びたが、その裏には、リーディング・マラソン等各種ランキング機能があり、読書への動機付け促
す一翼を担っている。以上IT技術の進歩を目の当たりにでき、実感させられた生徒も多
く、熱中して取り組んでいる生徒が一定数いることが分かった。特に洋書については、こ
れまでの多読指導とも連動し、拒絶症の生徒はほとんどいなくなった。共感を得ている
生徒は定期的な読書習慣がつき、かつネット上にアップされることを意識することで、
読んだ本の内容を深く考え、さらにコミュニティの仲間を意識することで丁寧にレポー
トを書いている。
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江波戸　愼　（中等部教諭）
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